
  
大気の汚染に係る環境基準について（抜粋） 

物質 環境上の条件 測定方法 

二酸化いおう 

一時間値の一日平均値が 0.04ppm 以下

であり、かつ、一時間値が 0.1ppm 以下

であること。 

溶液導電率法又は紫外線蛍光法 

一酸化炭素 

一時間値の一日平均値が 10ppm 以下で

あり、かつ、一時間値の８時間平均値

が 20ppm 以下であること。 

非分散型赤外分析計を用いる方法 

浮遊粒子状 

物質 

一時間値の一日平均値が 0.10mg／m3以

下であり、かつ、一時間値が 0.20mg／

m3以下であること。 

濾過捕集による重量濃度測定方法又は

この方法によって測定された重量濃度

と直線的な関係を有する量が得られる

光散乱法、圧電天びん法若しくはベー

タ線吸収法 

光化学 

オキシダント 
一時間値が 0.06ppm 以下であること。

中性ヨウ化カリウム溶液を用いる吸光

光度法若しくは電量法、紫外線吸収法

又はエチレンを用いる化学発光法 

備考 

１ 浮遊粒子状物質とは、大気中に浮遊する粒子状物質であって、その粒径が 10µm 以下のも

のをいう。 

２ 光化学オキシダントとは、オゾン、パーオキシアセチルナイトレートその他の光化学反応

により生成される酸化性物質（中性ヨウ化カリウム溶液からヨウ素を遊離するものに限り、

二酸化窒素を除く。）をいう。 

 

物質 環境上の条件 測定方法 

ベンゼン 
一年平均値が 0.003mg／m³
以下であること。 

キャニスター若しくは捕集管により採取し

た試料をガスクロマトグラフ質量分析計に

より測定する方法又はこれと同等以上の性

能を有すると認められる方法 

トリクロロ 

エチレン 

一年平均値が 0.2mg／m³以
下であること。 

キャニスター若しくは捕集管により採取し

た試料をガスクロマトグラフ質量分析計に

より測定する方法又はこれと同等以上の性

能を有すると認められる方法 

テトラクロロ 

エチレン 

一年平均値が 0.2mg／m³以
下であること。 

キャニスター若しくは捕集管により採取し

た試料をガスクロマトグラフ質量分析計に

より測定する方法又はこれと同等以上の性

能を有すると認められる方法 

ジクロロメタン 
一年平均値が 0.15mg／m³以
下であること。 

キャニスター若しくは捕集管により採取し

た試料をガスクロマトグラフ質量分析計に

より測定する方法又はこれと同等以上の性

能を有すると認められる方法 

 


